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令和６年度の教育活動がスタートして、およそ１か月があっという間に経過しました。各ご家庭におかれまして

は、環境の変化に不安と期待の入り混じる子どもたちの話へ耳を傾け、共感したり激励したりしてくださっている

ことと存じます。心から感謝申し上げますとともに、今後とも本校の教育活動へのご理解とご協力のほど、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

昨年度から繰り返し子どもたちにお伝えしてきたことは、「学校は自分を磨くところ」そして「自分を磨くのは自

分自身にしかできない」という内容です。特に、中学校の教育活動には、自分を磨くためのヒントやきっかけがた

くさん詰まっていますが、何を楽しいと思うか、何にハッと驚くか、何を美しいと思うかは、決して人から教わること

はできないということです。そんなことを日々考えていると、読書をしていてもまさに「ハッ」と思わせられるフレー

ズに出会うことがたびたびあります。２、３年生のみなさんには始業式の中で２つ紹介させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

つまり、昔から、自分の身の回りには、自分を磨くためのヒントやきっかけはたくさんあるということです。私

自身、子どもたちに話をするときには、その内容が自分を磨くためのヒントやきっかけになってほしいと思い

ながらいろいろ考えるわけですが、それを聴いて「おもしろい」と感じたり、「へ～そうなんだ」と驚いたり、

「次から頑張ろう」と思えたりすることは、決して人から教えられるものではなく、その本人が見出すしかない

というわけです。まさにその人の「心の姿勢」にかかっていると言えます。 

しかし、子どもたちにばかり「だから自分で頑張れ」というだけでは、あまりに乱暴だし無責任な話ですの

で、我々教師はプロとして、どうやったら子どもたちに「勉強するって大事だな」とか、「みんなで協力して行

事をやるって大事だな」とか、「ちょっとしんどいときもあるけれど、頑張って乗り越えよう」と思ってもらえるか、

子どもたちのハート    に火     をつけられるように、いろいろなアイディアを駆使するところで勝負していきた

いと思っています。 

 浜中生のみなさん！これからも、ぜひ「自分磨き」を頑張りましょう。そして、そうやって「自分磨き」を頑張っ

ている仲間をお互い認め合って、よりよい集団づくりを目指しましょう。さまざまな個性・強み・得意をもった

人たちが集まって、それぞれの役割を見つけ、チームとしていろいろなことに挑戦できる、そんな集団、そんな

浜分中学校を目指してもらいたいと心から願っています。 

 保護者・地域の皆様方におかれましては、よりよい学校づくりを目指して奮闘する子どもたち、そして教職

員をどうぞこれからも応援していただければと思います。地域からの熱い応援があってこそ、学校は地域に

開かれていき、よりよい学校を通じたよりよい社会が実現されていくはずです。今後とも浜中の応援団でい

てください。どうぞよろしくお願いいたします。 

「心の姿勢」にかかっている   校長  大友 貴代 

＜学校教育目標＞ 
 ◯進んで考え実行し、喜びと誇りを持とう 
 ◯思いやりの心を持ち、責任を重んじよう 
 ◯丈夫な身体と明るく素直な心を持とう 

＜重点教育目標＞ 

「自律力」の進化 
 

①天文学者ガリレオ・ガリレイがのこした言葉 

→「人にものを教えることはできない。自ら気づく手助けができるだけだ」 

②イギリスのことわざ 

→「馬を水辺に連れていくことはできても、馬に水を飲ませることはできない」 

( You can take a horse to the water, but you cannot make him drink. )  



                 皐月
さ つ き

     

日(曜) 《主な行事等》 日(曜) 《主な行事等》 

1・2 年二者面談⑥ 内科検診（3 年） 

 校内体育大会 

生徒総会 教育相談① 

尿検査 1 次 放課後マラソン 内科検診 2年 

眼科検診 専門委員会 英語検定 

避難訓練 教育相談② 

海岸線クリーン作戦 教育相談③ 心電図検査 1 年 

生徒会主催集会 内科検診 1年 歯科検診３年 

開校記念日 教育相談④ 見学旅行説明会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Team Hamawake J.H.S. 

教諭 鮫川  貴裕（さめかわ たかひろ）先生 

 この度、大野中学校より参りました。 

まだまだわからないことばかりですが、 

少しでも早くこの環境に慣れて、 

素直な生徒達の良いとこを更に 

伸ばしていけるよう、全力で努 

めていきたいと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

教諭 塩田 真裕（しおだ まさひろ）先生 
今年度、七飯養護学校おしま 

学園分校からきました、塩田真 
裕です。ほくと学級の担任で、 
社会科と女子バスケットボール 
部を担当します。一年間、浜分 
中学校の生徒たちと楽しく勉強 
できたらと思います。よろしく 
お願いします。 

教諭 伊早坂 忠（いそさか ただし）先生 

         この度、木古内町立木古内中

学校より転入して参りました。    

教科は音楽、部活動は吹奏楽部

を担当させていただきます。微

力ながらお子さんの成長のサポ

ートをできればと思っておりま

す。精一杯頑張りますので、ど

うぞよろしくお願いいたしま

す。 

教諭 下荒 聡太（しもあら そうた）先生 

森町立森中学校から転入しまし 
た下荒聡太です。１年 C 組の学級 
担任および陸上部の副顧問を担当 
いたします。前任校と比べて学校 
規模の大きさに圧倒されますが、 
たくさんの生徒さんとの出会いを 
楽しみにしております。 
よろしくお願いいたします。 

今年度、夏季休業日の増加による時数確保のため、家庭訪問ではなく「二者面談」という形で、保護

者の方々と させていただきました。 という強

い思いからでした。もし、十分に時間が取れず、伝え足りないご家庭がありましたら、気兼ねなく学校

へお立ち寄りいただけたらと思います。今後ともどうぞよろしくお願い致します。 


